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今 月 の 主 な 話 題



・
持
続
的
漁
業
生
産
体
制
の
確
立
と
栽
培
漁
業
を
推
進

　

す
る
。

・
資
源
の
減
少
や
来
遊
す
る
魚
種
の
変
化
に
つ
い
て
、

　

羅
臼
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
原
因
究
明
と
対
策

　

に
取
り
組
む
。

・
安
定
し
た
収
入
確
保
と
雇
用
形
態
の
在
り
方
を
羅
臼

　

漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
模
索
し
て
い
く
。

・
海
洋
深
層
水
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

　

ら
、
羅
臼
漁
業
協
同
組
合
及
び
北
海
道
開
発
局
、
北

　

海
道
と
十
分
な
協
議
を
重
ね
、
早
期
に
深
層
水
の
安

　

定
確
保
を
図
る
。

・「
知
床
羅
臼
」
の
Ｐ
Ｒ
や
雇
用
創
出
に
向
け
た
企
業
誘

　

致
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
。

・
道
の
駅
「
知
床
・
ら
う
す
」
駐
車
場
の
舗
装
化
等
を

　

含
め
た
周
辺
整
備
を
進
め
る
。

・
企
業
誘
致
を
含
め
た
雇
用
の
場
を
創
る
た
め
の
新
た

　

な
産
業
創
出
を
目
指
す
。

・「
知
床
ら
う
す
ブ
ラ
ン
ド
」
や
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

　

取
り
組
み
を
更
に
強
く
進
め
る
。

・
情
報
の
共
有
と
伝
達
・
連
携
を
重
視
し
た
防
災
訓
練

　

を
実
施
し
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
。

・
登
録
制
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
者
の
増
加
に
向
け
て
取

　

り
組
む
。

・
緑
町
団
地
の
建
替
事
業
を
推
進
し
、
建
設
工
事
と
外

　

構
整
備
工
事
を
実
施
す
る
。

・
空
き
家
バ
ン
ク
に
も
な
か
な
か
登
録
が
さ
れ
ず
、
適

　

切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
老
朽
化
し
た
空
き
家
も
解

　

決
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
空
き
家
台
帳
を
更

　

新
し
、
問
題
解
決
に
向
け
て
所
有
者
等
の
特
定
や
助

　

言
・
指
導
を
行
う
。

・
水
道
施
設
の
更
新
計
画
策
定
に
向
け
調
査
検
討
を
進

　

め
る
。

・
診
療
体
制
を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う
、
医
師
並
び
に

　

看
護
師
な
ど
専
門
職
員
の
確
保
を
孝
仁
会
と
連
携
し

　

て
取
り
組
む
。

・
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
、
各
種
健

　

診
の
受
診
勧
奨
に
力
を
入
れ
る
。

・
第
８
期
羅
臼
町
介
護
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

・
ご
み
袋
の
料
金
改
定
、
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
分

　

別
方
法
の
見
直
し
な
ど
を
検
討
す
る
。

・
ヒ
グ
マ
対
策
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、
草
刈
り
活
動

　

や
誘
因
物
と
な
り
得
る
ゴ
ミ
の
処
理
な
ど
、
町
内
会

　

を
通
じ
て
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
と
な
る
よ
う
関
係
機

　

関
と
連
携
し
取
り
組
む
。

・
一
校
一
園
化
に
つ
い
て
は
、
適
正
配
置
計
画
を
作
成

　

し
た
の
ち
、
教
育
関
係
者
や
町
民
の
皆
様
の
意
見
を

　

頂
き
な
が
ら
、
教
育
環
境
構
築
に
努
め
る
。

・
英
語
教
育
が
本
格
化
す
る
こ
と
や
子
ど
も
達
の
語
学

　

力
向
上
を
目
指
す
た
め
、
羅
臼
町
独
自
に
Ａ
Ｌ
Ｔ

　
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
増
員
す
る
。

・
町
民
体
育
館
の
耐
震
改
修
と
施
設
の
機
能
を
充
実
す

　

る
た
め
内
部
改
修
を
実
施
し
、
令
和
３
年
度
の
リ
ニ

⑴
地
域
を
支
え
る
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑷
う
る
お
い
あ
る
快
適
な
生
活
環
境
の
充
実
を
目
指
し
ま
す

社
会
で
生
き
る
力
の
育
成

羅
臼
町
の
未
来
を
拓
く
人
材
の
育
成

生
涯
学
習
や
芸
術
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

⑸
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
文
化
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す

⑹
身
の
丈
に
合
っ
た
財
政
健
全
化
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

幸
せ
を
感
じ
る
医
療
・
保
健
・
福
祉
・

介
護
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ま
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を
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健
全
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の

実
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指
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ま
す

地
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支
え
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産
業
の
活
性
化
を

目
指
し
ま
す

地
域
を
支
え
る
産
業
の
活
性
化
を

目
指
し
ま
す

令
和
２
年
度

町
長
行
政
執
行
方
針

令
和
２
年
度

町
長
行
政
執
行
方
針
重
点
推
進
項
目

令
和
２
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針
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⑴
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令
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２
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町
長
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執
行
方
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ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
る
。

・「
羅
臼
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
対
し
て
は
、
優
先
順
位

　

を
付
け
、
計
画
的
に
補
修
、
改
修
、
建
設
を
進
め
る
。

・
公
平
・
公
正
の
観
点
か
ら
納
期
内
自
主
納
付
の
啓
発

　

を
強
化
し
て
税
収
確
保
に
努
め
る
。

・
滞
納
の
累
積
化
や
再
発
を
防
ぐ
た
め
、
財
産
調
査
や

　

捜
索
な
ど
も
積
極
的
に
行
い
、
釧
路
・
根
室
広
域
地

　

方
税
滞
納
整
理
機
構
や
北
海
道
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

　

法
令
に
則
り
滞
納
整
理
を
粛
々
と
か
つ
厳
格
に
進
め
る
。

・
今
ま
で
以
上
に
創
意
工
夫
を
も
っ
て
、
行
財
政
改
革

　

に
取
り
組
み
、
歳
出
全
般
に
わ
た
り
、
経
常
経
費
の

　

節
減
合
理
化
に
努
め
る
。

・
身
の
丈
に
合
っ
た
当
町
独
自
の
財
政
構
造
を
構
築
し
、

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

　

め
る
た
め
、
持
続
可
能
で
健
全
な
財
政
基
盤
の
構
築

　

を
目
指
す
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
17
目
標
を

　

基
本
に
、
当
町
の
未
来
構
築
の
た
め
に
「
今
で
き
る

　

こ
と
は
何
な
の
か
」
を
考
え
、
行
動
に
移
し
て
い
く
。

・「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か
」
を
理
解
し
て
い
く
た
め
、
職

　

員
の
研
修
や
町
民
へ
の
勉
強
会
な
ど
を
企
画
す
る
。

・
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
教
職

　

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基

　

礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
各
種
研
修
会
を
実
施
す
る
。

・
新
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
学
び
を
推
進
し
、
子
ど

　

も
達
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
授
業
を
目
指
し
た

　

「
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
。

・
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
に
向
け
、
地
域
の
方
々

　

に
参
画
し
て
い
た
だ
く
、「
羅
臼
町
学
校
運
営
協
議
会

　

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）」　
を
設
置
す
る
。

・
高
度
な
情
報
化
社
会
に
向
け
た
教
育
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

　

Ｔ
環
境
の
整
備
を
目
指
す
。

・
町
内
の
高
校
と
し
て
存
続
さ
せ
る
た
め
、
町
内
の
生

　

徒
が
進
学
し
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を

　

推
進
す
る
。

・
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
む
教
育

　　
（
E
S
D
）
と
し
て
、
全
て
の
学
校
を
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク

　

ー
ル
に
登
録
し
、
知
床
学
と
し
て
「
ク
マ
学
習
」
や

　
「
海
洋
教
育
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
も

　

引
続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
資
質
と
能
力
を

　

高
め
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

・
子
ど
も
達
に
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
歴
史
や
文
化
な

　

ど
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
に
つ

　

い
て
愛
着
と
誇
り
を
育
ま
せ
る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

　

の
推
進
を
図
る
。

・
図
書
館
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上
を
図
る

　

と
と
も
に
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
や
移
動
図
書
館
バ
ス

　

の
有
効
活
用
な
ど
を
図
り
、
子
ど
も
達
の
読
書
活
動

　

を
推
進
す
る
。

・
町
民
の
体
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
限

　

ら
れ
た
環
境
の
中
で
、
町
内
に
あ
る
学
校
の
体
育
館

　

な
ど
を
活
用
し
、
少
し
で
も
持
続
的
に
活
動
で
き
る

　

よ
う
調
整
す
る
。

・
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
の
郷
土
資

　

料
館
講
座
や
出
前
講
座
を
企
画
し
、
郷
土
を
学
ぶ
機

　

会
の
提
供
を
図
る
。
ま
た
、
羅
臼
町
郷
土
資
料
館
の

　

施
設
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
施
設
の
改
修
を
実
施

　

す
る
。

令
和
２
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針

令
和
２
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針
重
点
推
進
項
目

「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」3



羅
臼
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
臨
時
給
付
金

対　

象　

者
：
飲
食
店
事
業
者
（
食
堂
、
居
酒
屋
、
喫
茶
店
、
ス
ナ
ッ
ク
、
バ

　
　
　
　
　
　

ー
）、
宿
泊
事
業
者
（
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
民
宿
）、
観
光
事
業
者

　
　
　
　
　

（
観
光
船
、
土
産
店
）
の
う
ち
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
も
の

支
給
概
要
：
飲
食
店
事
業
者
、
宿
泊
事
業
者
、
観
光
事
業
者
に
一
律
30
万
円

　
　
　
　
　
　

を
支
給

支
給
方
法
：
５
月
29
日
ま
で
に
役
場
産
業
創
生
課
窓
口
に
て
受
付

　
　
　
　
　
　

※

郵
送
で
も
申
請
可

必
要
書
類
：
①
申
請
書
（
様
式
は
役
場
HP
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　
　
　
　
　
　

②
請
求
書
（
様
式
は
役
場
HP
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　
　
　
　
　
　

③
お
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し

　
　
　
　
　
　

④
確
定
申
告
書
の
写
し
（
個
人
事
業
者
の
み
）

お
問
合
せ
先
：
役
場
産
業
創
生
課
（
８
７

－

２
１
２
６
）

水
道
料
金
の
減
免
に
つ
い
て

対　

象　

者
：
全
世
帯

概　
　
　

要
：
今
年
度
料
金
改
定
に
よ
る
増
額
分
を
、
令
和
３
年
３
月
請
求

　
　
　
　
　
　

分
（
令
和
３
年
２
月
検
針
分
）
ま
で
減
免

　
　
　
　
　
　

※

町
民
の
皆
様
の
申
請
等
は
不
要
で
す

お
問
合
せ
先
：
役
場
建
設
水
道
課
（
８
７

－

２
１
６
３
）

特
別
定
額
給
付
金　
　

対　

象　

者
：
令
和
２
年
４
月
27
日
現
在
で
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　

る
全
町
民

支
給
概
要
：
各
世
帯
構
成
員
に
10
万
円
を
支
給
（
世
帯
主
に
振
込
）

支
給
方
法
：
５
月
11
日
か
ら
、
各
世
帯
あ
て
に
申
請
書
を
送
付

　
　
　
　
　
　

５
月
18
日
か
ら
８
月
18
日
ま
で
申
請
受
付

　
　
　
　
　
　

※

郵
送
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
役
場
窓
口
で
受
付

必
要
書
類
：
①
お
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し

　
　
　
　
　
　

②
本
人
身
分
証
明
書（
各
種
保
険
証
や
運
転
免
許
証
等
）の
写
し

お
問
合
せ
先
：
役
場
企
画
振
興
課
（
８
７

－

２
１
１
４
）

【
各
種
経
済
支
援
等
一
覧
（
令
和
２
年
５
月
15
日
現
在
）】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
経
済
支
援
等
一
覧

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛
等
感
染
拡
大
防
止
に
係
る
取
組
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
飲
食
店
、
観
光
業
者
等
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
事
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
営
業
自
粛
等
へ
の
ご
協
力
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
当
町
な
ら
び
に
国
・
道
で
は
、
皆
様
方
へ
の
各
種
経
済
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
主
な
経
済
支
援
の
概
要
及
び
受
取

方
法
等
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

羅
臼
町
版
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そ
の
他
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
貸
付
金
、
給
付
金

●
緊
急
小
口
資
金
、
総
合
支
援
資
金

　
休
業
・
失
業
等
に
よ
り
家
計
を
維
持
で
き
な
い
方
向
け
の
貸
付
金

　
↓
社
会
福
祉
協
議
会
（
８
７

－

３
２
４
３
）

●
小
学
校
休
業
等
対
応
支
援
金

　
小
学
校
等
の
休
業
に
よ
り
、
就
業
で
き
な
か
っ
た
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
向
け

　

の
給
付
金

　
↓
学
校
等
休
業
助
成
金
・
支
援
金
、
雇
用
調
整
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

（
０
１
２
０

－

６
０

－

３
９
９
９
）

●
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
（
事
業
主
向
け
）

　
お
子
さ
ん
の
い
る
従
業
員
の
休
業
対
応
の
た
め
の
助
成
金

　
↓
学
校
等
休
業
助
成
金
・
支
援
金
、
雇
用
調
整
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

（
０
１
２
０

－

６
０

－

３
９
９
９
）

●
雇
用
調
整
助
成
金

　
従
業
員
の
休
業
補
償
に
係
る
助
成
金

　
↓
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
室
（
０
１
５
３

－

２
３

－

２
１
６
１
）

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
室
中
標
津
分
室
（
０
１
５
３

－

７
２

－

２
５
４
４
）

●
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
（
事
業
主
向
け
）

　
資
金
繰
り
の
た
め
、
融
資
を
受
け
た
い
方
向
け
の
貸
付
金

　
↓
日
本
政
策
金
融
公
庫
事
業
資
金
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

（
０
１
２
０

－

１
５
４

－

５
０
５
）

町
税
及
び
国
保
税
に
つ
い
て

　

低
所
得
世
帯
等
一
定
の
条
件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て
は
、
町
税
及
び
国
保
税

の
納
付
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
関
し
て
は
、
各
お
問
合
せ
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
保
税
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
：
役
場
保
健
福
祉
課
（
８
７

－

２
１
６
１
）

　

町
税
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
：
役
場
税
務
財
政
課
（
８
７

－

２
１
１
３
）

そ
の
他
国
・
道
か
ら
の
支
援

●
休
業
協
力
・
感
染
リ
ス
ク
低
減
支
援
金

　

４
月
25
日
か
ら
５
月
15
日
ま
で
休
業
要
請
に
協
力
い
た
だ
き
、
感
染
リ
ス　

ク
軽
減
の
取
組
を
行
う
事
業
者
の
う
ち
、
①
休
業
要
請
を
受
け
た
施
設
を
休
業

し
た
法
人
に
30
万
円
・
個
人
事
業
者
に
20
万
円
を
支
給　

②
酒
類
を
提
供
す
る

①
を
除
く
飲
食
店
に
お
い
て
、
酒
類
の
提
供
時
間
の
短
縮
を
行
っ
た
法
人
・
個

人
事
業
主
に
対
し
て
10
万
円
を
支
給

　

お
問
合
せ
先
：
北
海
道
休
業
要
請
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

（
０
１
１

－
２
０
６

－

０
１
０
４
）

●
中
小
法
人
・
個
人
事
業
者
の
た
め
の
持
続
化
給
付
金

　
売
上
が
前
年
同
月
比
50
％
以
上
減
少
し
て
い
る
法
人
に
200
万
円
、
個
人
事

　

業
主
に
100
万
円
を
支
給
（
た
だ
し
、
昨
年
１
年
間
の
売
上
か
ら
の
減
少
分

　

を
上
限
と
す
る
）

　

お
問
合
せ
先
：
持
続
化
給
付
金
事
業
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（
０
１
２
０

－

１
１
５

－

５
７
０
）

「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」5



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
、
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
町
内
の
幼

小
中
高
で
は
臨
時
休
園
・
休
校
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
沢
山
の
人
達
に
見
守
ら
れ
、
祝
福
さ
れ
な
が
ら
迎
え
る
は
ず
だ
っ

た
「
入
学
式
」
や
胸
い
っ
ぱ
い
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
過
ご
す
先
生
や
友
達
と
の

大
切
な
「
時
間
」。
そ
ん
な
「
当
た
り
前
の
毎
日
」
が
町
内
の
幼
稚
園
、
各
学
校
に
通
う

5
4
0
名
の
児
童
・
生
徒
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
を
勇
気
づ
け
よ
う
と
町
の
大
人
達
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
や
企
業
が
「
今
、
で
き
る
こ
と
。」
で
、
5
4
0
名
の
児
童
・

生
徒
と
全
て
の
羅
臼
町
民
に
勇
気
と
安
心
を
与
え
る
活
動
を
展
開
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。

　

一
時
的
に
通
常
登
校
が
再
開
さ
れ
た
４
月
上
旬
、
安
心
・
安
全
な
学
校
生
活
を
送
る

に
あ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
が
必
要
と
な
る
一
方
で
、

羅
臼
町
で
も
マ
ス
ク
が
手
に
入
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
羅
臼
町
商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
の
『
子
ど
も
達
に
少
し
で
も
安
心
し

て
通
学
し
て
ほ
し
い
。』
と
の
心
温
ま
る
思
い
か

ら
、
全
児
童
・
生
徒
に
２
枚
ず
つ
手
作
り
マ
ス
ク

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

材
料
と
な
る
ガ
ー
ゼ
や
ゴ
ム
ひ
も
が
入
手
困
難

な
中
、
さ
ら
し
や
毛
糸
で
代
用
す
る
な
ど
女
性
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
商
工
女
性
部
員
10

人
の
手
に
よ
り
、
約
１
６
０
０
枚
の
手
作
り
マ
ス

ク
が
作
ら
れ
、
各
学
校
を
通
し
て
全
児
童
・
生
徒

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
全
道
版
の
新
聞
等
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
各
自
治
体
の
商
工
会
女
性
部
な
ど
を
中
心

に
活
動
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

終
息
の
目
途
も
つ
か
ず
不
安
な
状
況
が
続
く
中
で
学
校
再
開
を
心
待
ち
に
す
る
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
の
支
援
や
協
力
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
水
産
加
工
業
㈱
マ
ル
ナ
カ
（
代
表
取
締
役
中
西
正
幸
）
様
か
ら
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、
町
内
の
子
ど
も
達
の
成
長
と
次
代
を
担
う
青
年
の
育
成
に

向
け
た
環
境
整
備
へ
の
活
用
と
町
内
の
子
ど
も
達
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
羅
臼
町
体
育
文
化
振
興
基
金
に
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
子
ど
も
達
の
学
び

に
も
様
々
な
制
限
が
か
か
る
中
、
終
息
後
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
学
び
と
成
長
の
機
会

を
提
供
で
き
る
よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
㈱
マ
ル
ナ
カ
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
マ
ス
ク
と
同
様
に
町
民
の
日
頃
の
生
活

に
お
い
て
「
消
毒
液
」
が
不
足
す
る
中
、
代
用
で
き
る
も
の
と
し
て
「
次
亜
塩
素
酸
水

溶
液
」
を
無
償
で
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
提
供
い
た
だ
い
た
「
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
」
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
実
施
し
た

町
民
配
布
で
は
、
沢
山
の
町
民
が
容
器
を
持
参
し
役
場
を
訪
れ
、
各
家
庭
で
の
消
毒
作

業
等
に
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
学
校

施
設
や
福
祉
施
設

等
の
消
毒
作
業
で

の
活
用
の
ほ
か
、

町
内
の
宿
泊
施
設

や
飲
食
店
の
皆
さ

ま
に
も
ご
活
用
い

た
だ
く
な
ど
、
町

内
企
業
の
ご
協
力

に
よ
り
子
ど
も
達

だ
け
で
な
く
多
く

の
羅
臼
町
民
の
安

心
・
安
全
に
繋
が

る
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。

〜
す
べ
て
の
子
ど
も
達
に
勇
気
と
安
心
を
〜

す
べ
て
の
子
ど
も
達
に
勇
気
と
安
心
を

べ
て

すす
べ
て
の
子
ど
も
達
に
勇
気
と
安
心
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
で
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
で
！

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
の

新
た
な
取
り
組
み

「
当
た
り
前
の
毎
日
」
が
な
く
な
っ
た
・
・
・

「
当
た
り
前
の
毎
日
」
が
な
く
な
っ
た
・
・
・

で
き
る
こ
と
で
助
け
合
う　
〜
町
内
企
業
か
ら
の
支
援
と
協
力
〜

で
き
る
こ
と
で
助
け
合
う　
〜
町
内
企
業
か
ら
の
支
援
と
協
力
〜

羅
臼
町
職
員
も
「
今
、
で
き
る
こ
と
。
」
を
実
践

全
町
民
へ
も
安
心
・
安
全
を
！

全
町
民
へ
も
安
心
・
安
全
を
！

「
届
け
よ
う
手
作
り
マ
ス
ク
」

　

商
工
女
性
部
に
よ
る
あ
っ
た
か
い
見
守
り
の
気
持
ち

「
届
け
よ
う
手
作
り
マ
ス
ク
」

　

商
工
女
性
部
に
よ
る
あ
っ
た
か
い
見
守
り
の
気
持
ち

羅
臼
に
戻
れ
な
か
っ
た
学
生
へ

「
お
う
え
ん
特
産
品
小
包
み
」
を
届
け
ま
し
た
！

※作業は、感染予防を実施したうえで
　取り組みしています。
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お弁当で飲食店を
応援企画

３月10日 61個
３月19日 35個
３月24日 45個
３月31日 50個
　　合計191個

　

羅
臼
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
期
間
中
、
帰
省
の
自
粛
を
さ
れ
て
い
る
羅
臼
町
出
身
の
学
生
に
対
し
て
、
町
内
の

特
産
品
を
送
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
お
う
え
ん
特
産
品
小
包
み
」
は
、
羅
臼
町
外
に
居
住
し
て
い
る
羅
臼
町
出
身
の
16

歳
か
ら
30
歳
の
学
生
で
あ
り
、
５
月
６
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
羅
臼
町
へ
の
帰
省
を

自
粛
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
て
申
込
み
を
受
付
し
ま
し
た
。
全
64
件
の
申
込
み
が
あ

り
、
５
月
１
日
に
全
国
で
夢
を
追
う
羅
臼
町
出
身
の
学
生
達
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
お
う
え
ん
特
産
品
小
包
み
」
は
、
１
人
暮
ら
し
で
も
食
べ
や
す
い
水
産
加
工
品
を

中
心
に
マ
ス
ク
や
羅
臼
町
１
２
０
年
関
連
グ
ッ
ズ
な
ど
が
入
っ
て
お
り
、
帰
省
自
粛
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
離
れ
て
い
て
も
羅
臼
を
感

じ
て
も
ら
え
る
品

物
を
送
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
羅
臼
全

体
で
応
援
し
て
い

る
思
い
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　　

《
羅
臼
町
職
員
に
よ
る
お
弁
当
運
動
》

　

例
年
の
３
月
で
あ
れ
ば
送
別
会
や
謝
恩
会
で
町
内
の
飲
食
店
は
賑
わ
い
ま
す
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
自
粛
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。『
大
変
、
厳
し
い
状
況
だ
よ
・
・
・
』
と
各
店
か
ら
声
が
寄
せ
ら

れ
る
中
、
羅
臼
町
職
員
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
探
し
取
り
組
ま
れ
た
の

が
「
お
弁
当
で
飲
食
店
を
応
援
企
画
」
で
す
。

　

役
場
で
は
、
３
月
末
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
を
お
弁
当
の
日
と
し
、
企
画
に
賛
同
す
る

職
員
で
お
弁
当
を
発
注
し
ま
し
た
。
羅
臼
町
飲
食
業
連
合
会
よ
り
、
事
前
に
対
応
可
能

店
の
情
報
を
い
た
だ
き
、
各
店
手
の
込
ん
だ
一
律
１
０
０
０
円
の
「
お
ま
か
せ
弁
当
」

を
お
昼
に
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

羅
臼
町
職
員
と
し
て
毎
週
１
回
、
ひ
と
り
１
個
、
ひ
と
り
１
０
０
０
円
の
小
さ
な
企

画
で
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
へ
の
ひ
と
つ
の
応
援
の
取
り
組
み
と
し
て
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

《
ら
う
ス
キ
ッ
プ
で
取
り
組
む
支
援
の
形　

町
内
消
費
拡
大
を
！
》　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
状
況
下
に
お
い
て
少
し
で
も
町
内
消
費
を
拡
大
し
て
い
こ
う

と
羅
臼
町
職
員
労
働
組
合
の
呼
び
か
け
で
、
羅
臼
町
管
理
職
懇
話
会
や
羅
臼
地
区
連
合

（
自
治
労
・
Ｊ
Ｐ
・
北
教
組
）
な
ど
も
取
り
組
み
団
体
に
加
わ
り
「
ら
う
ス
キ
ッ
プ
を

活
用
し
た
町
内
消
費
拡
大
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
各
団
体
の
全
道
規
模
の
会
議
や
出
張
が
相
次
い
で
中
止
と
な
り

必
要
と
し
な
く
な
っ
た
経
費
を
地
域
に
還
元
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
、「
ら
う
ス
キ
ッ
プ
商

品
券
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
購
入
し
構
成
員
に
配
布
、
町
内
全
て
の
分
野
で
消
費
拡

大
が
進
む
よ
う
取
り
組
み
中
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
で
！

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
の

新
た
な
取
り
組
み

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
の

新
た
な
取
り
組
み

「
当
た
り
前
の
毎
日
」
が
な
く
な
っ
た
・
・
・

で
き
る
こ
と
で
助
け
合
う　
〜
町
内
企
業
か
ら
の
支
援
と
協
力
〜

羅
臼
町
職
員
も
「
今
、
で
き
る
こ
と
。
」
を
実
践

羅
臼
町
職
員
も
「
今
、
で
き
る
こ
と
。
」
を
実
践

全
町
民
へ
も
安
心
・
安
全
を
！

「
届
け
よ
う
手
作
り
マ
ス
ク
」

　

商
工
女
性
部
に
よ
る
あ
っ
た
か
い
見
守
り
の
気
持
ち

羅
臼
に
戻
れ
な
か
っ
た
学
生
へ

「
お
う
え
ん
特
産
品
小
包
み
」
を
届
け
ま
し
た
！

羅
臼
に
戻
れ
な
か
っ
た
学
生
へ

「
お
う
え
ん
特
産
品
小
包
み
」
を
届
け
ま
し
た
！

「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」7



　多くの場面で目にする「魚の城下町らうす」のシンボルマーク。実は作成から20年以上が経過
し今も皆様に利用されているシンボルマークです。改めて普及に力をいれるべく、シンボルマーク
をデザインしたグッズを町内の子ども達や機関等に配布させていただきました。

●まちの花・木・鳥・技の廃止
　昭和45年９月15日、羅臼町70周年記念を機に、まちの花「シバザクラ」、まちの木「ななか
まど」、まちの鳥「オジロワシ」、町技「スキー」が制定されました。
　しかし、制定から50年が経過し、羅臼町を取り巻く状況も大きく変化しました。平成26年度に
行った町民アンケートにおいても相応しくないとの意見も多かったため、各種会議で議論した結果、
令和２年３月31日をもって、まちの花・木・鳥・技を廃止することとなりました。

●「魚の城下町らうす」のシンボルマークの普及
　羅臼町を表す花・木・鳥・技を廃止することとなりましたが、これを機に改めて「魚の城下町ら
うす」のシンボルマークの普及に努めることとなりました。
　シンボルマークの普及素材として、皆さんに利用されやすいト
ートバックやクリアファイル、梱包テープやシールを作成するこ
ととし、それぞれに印刷するデザインを羅臼町出身のイラストレ
ーターである池田蔵人氏に依頼しました。デザインはシンボルマ
ークを中心に町民と羅臼町に生息する海や陸の生き物を配置した
ものとなっています。
　トートバックやクリアファイルなどは、主に町内の幼稚園から
高校までのみなさん、梱包用テープやシールは、主だった機関・企業に配布させていただきました。
　今回作成したデザインを含め、様々な場面で「魚の城下町らうす」のシンボルマークをPRして
いきますので、皆さんにもぜひ活用していただければと思います。
　シンボルマーク使用のお問い合わせは役場企画振興課（８７－２１１４）まで。

昭和50年11月14日生まれ。羅臼町出身。札幌市在住。
2000年より札幌市のコンテンツ制作会社でイラストレーターとして活動を開始。デ
ジタルアニメーションのキャラクターデザイン・全作画担当。また、2001年～2006
年まで札幌市内のファッションビルにてオリジナルグッズの販売や似顔絵制作を行う
ショップを出店。2011年10月よりフリーのイラストレーターとして活動。
懐かしく、ほのぼのとしたイラストの制作を行っている。

【イラストレーター池田蔵人HP】　http://ikedakurando.com

あしたへつながる防災知識あしたへつながる防災知識

池田　蔵人（いけだ　くらんど）

平成９年、水産・観光の振興と羅臼町のイメージ形成として、「羅臼町を象徴するシ
ンボルマーク」を全国公募。町内はもちろん南は沖縄まで全国各地から583点もの作
品が寄せられた。最終選考で５点に絞られ、住民投票で決定。平成10年には活用基準
も策定され、現在まで多くの商品等に利用されている。

「魚の城下町らうす」のシンボルマーク
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あしたへつながる防災知識あしたへつながる防災知識あしたへつながる防災知識
津波の知識をつけよう

第21弾

　前回の広報では雪害である融雪害の説明をさせていただきました。しかし、災害は冬限定の雪害
だけではなく、日頃から注意する必要がある災害もあります。今回は近い将来、北海道太平洋側沿
岸部で発生するとされている巨大地震、その地震の中でも特に注意が必要な「津波」の被害や身を
守るための警報などをご紹介いたします。

　日本で発生した津波で大きな被害が発生した地震に東日本大震災があげられます。東日本大震災
では予想を遥かに超える高さの津波が沿岸部を襲い、多くの人命が失われました。「羅臼には津波
が来ない。」と思っていると、より大きな被害がでるかもしれません。もしものときに備え、対策
を考えておきましょう。

　津波による災害が予想される場合、地震が発生してから約３分を目途に警報が発表されます。

　巨大地震が発生した場合はその直後から、何をすべきか判断し、迅速に対処しなければなり
ません。自然は人間の予想を上回ります。少しでも被害を減らすため、地震が発生したときに
自分がどう行動するべきか、日頃から確認しておく必要があります。それぞれが地震の時はど
う行動するべきか、もう一度確認しておきましょう。

津 波 警 報

津波の被害

大
津
波
警
報

種　
　

類

津
波
警
報

津
波
注
意
報

予想される津波の高さが高い
ところで３ｍを超える場合

発 表 基 準

木造家屋が全壊・流失し、人は津
波による流れに巻き込まれます。
沿岸部や川沿いにいる人は、直ち
に高台など安全な場所に避難して
ください。

標高の低いところでは津波が襲い、
浸水被害が発生します。
沿岸部や川沿いにいる人は、直ち
に高台など安全な場所に避難して
ください。

海の中では人は速い流れにまきこ
まれ、また、小型船舶が転覆します。
海の中にいる人は直ちに海から上
がり、海岸を離れてください。

10m越
(10m＜予想高さ)

10m
(5m＜予想高さ≦10m)

3m
(1m＜予想高さ≦3m)

1m
(0.2ｍ≦予想高さ≦1m)

5m
(3m＜予想高さ≦5m)

予想される津波の高さが高い
ところで１ｍを超え、３ｍ以
下の場合

予想される津波の高さが高い
ところで０.２ｍ以上、１ｍ以
下の場合であって、津波によ
る災害のおそれがある場合

想定される被害と取るべき行動

発表される津波の高さ

数値での発表
(高さの予想区分)

「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」9



ママの手作り　
マスクをして来所！
手にシュッシュッ
消毒！上手！！

　６月３日㈬ ありんこ広場　　　　６月５日㈮ すくすく広場　　　　６月10日㈬ ありんこ広場 
　６月17日㈬ ありんこ広場　　　　６月24日㈬ ありんこ広場　　　　６月26日㈮ のびのび広場 
　７月１日㈬ ありんこ広場　　　　７月３日㈮ すくすく広場　　　　７月８日㈬ ありんこ広場 
　７月15日㈬ ありんこ広場　　　　７月22日㈬ ありんこ広場　　　　７月27日㈪ 計測　 
　７月29日㈬ ありんこ広場　　　　７月31日㈮ のびのび広場 
＊７月27日㈪保健師、歯科衛生士、栄養士が来て計測と相談を受けます。母子手帳をご持参下さい。
＊毎週火曜・水曜・木曜日の13時～16時30分まで一時預かりを行っています。事前にお申込み下さい。 
　幼稚園行事の際に、下のお子さんの午前預かりもしますのでご相談下さい。

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　

感
染
予
防
対
策
★

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　

感
染
予
防
対
策
★

新型コロナウイルス感染症とタバコについて新型コロナウイルス感染症とタバコについて
　喫煙は新型コロナウイルス肺炎重症化の最大リスクといわれています。
　中国・武漢を中心にCOVID-19患者を分析した研究では、喫煙者は人
工呼吸器が装着される、あるいは死亡する危険性が非喫煙者の３倍以上に
なることが明らかになりました。
　世界保健機構（WHO）もCOVID-19対策として禁煙することを強く
推奨する声明を出しています。
　緊急事態宣言発出後、外出の自粛が求められており、自宅で家族と過ご
す時間が増えていますが、その結果受動喫煙が増えてしまっては大切な家
族の健康を害することになります。ベランダや台所の換気扇の下で喫煙し
ても家族の受動喫煙はなくなりません。
　みなさんは、肺は再生しないということをご存じでしょうか？喫煙によっていったん壊れてし
まった肺は、もとの元気な肺には戻りません。確実にいえることは、「今の肺が一番元気!!」という
ことなのです。
　何年タバコを吸っていようとも、この時、この時点での肺が、その後の人生の中で「一番元気」
な肺であり、「今がやめ時」なのです。
　あなた自身と家族、同僚など周囲の人を守るためにも、この機会に禁煙を!!

♪６月・７月のありんこ情報♪♪６月・７月のありんこ情報♪♪６月・７月のありんこ情報♪
※新型コロナウイルス感染予防対策のため日程を変更する場合があります。※新型コロナウイルス感染予防対策のため日程を変更する場合があります。

お問い合わせ先：羅臼町子育て支援センター『ありんこ』　℡88－1515お問い合わせ先：羅臼町子育て支援センター『ありんこ』　℡88－1515

　

小
さ
な
子
ど
も
に
は
マ
ス
ク

の
着
用
は
心
地
よ
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ね
。
で
も
マ
マ
が

作
っ
て
く
れ
た
マ
ス
ク
で
す
。

思
い
を
き
ち
ん
と
汲
ん
で
く
れ

ま
す
。

ありんこは月～金
9：30～11：30まで
火・水・木は午後も開放！

医師により処方され健康保険等の
適用が可能なのは、ニコチンを含
まない飲み薬と医療用のニコチン
パッチです。

羅臼町役場 保健福祉課　TEL 87－2161

ニコチンガム

適用されません

ニコチンパッチ

適用が可能

ニコチンを
含まない飲み薬
適用が可能

「比較的楽に」「より確実に」「あまりお金もかけずに」禁煙できる禁煙治療「比較的楽に」「より確実に」「あまりお金もかけずに」禁煙できる禁煙治療

がんドックのお知らせ

大腸・胃・肺3点同時に行う場合2,000円割引きします
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★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　

感
染
予
防
対
策
★

新型コロナウイルス感染症とタバコについて
知床らうす国保診療所通信

～みんなで育む・みんなの診療所～

～予約・お問い合わせ～
知床らうす国保診療所　℡８７－２１１６

　日本人の2人に１人は、がんになると言われています。「病院へ定期的に通院しているから大丈
夫」と思う方がいるかもしれません。しかし、一般外来では、検査をしていなければ、見つけるこ
とは困難です。
　「がん」の早期発見により、治る確率が上がります。
　知床らうす国保診療所では、皆様の健康寿命をサポートするため、
がんに特化したドックを始めました。是非ご活用ください。

♪６月・７月のありんこ情報♪
※新型コロナウイルス感染予防対策のため日程を変更する場合があります。

お問い合わせ先：羅臼町子育て支援センター『ありんこ』　℡88－1515

「比較的楽に」「より確実に」「あまりお金もかけずに」禁煙できる禁煙治療

日本人の2人に１人は がんになると言わ

がんドックのお知らせがんドックのお知らせ

がんドックの種類と検査内容

その他のドック・健診も従来通り実施しております。
◆雇い入れ・事業所健診
◆船員手帳健診
◆生活習慣病予防健診
◆人間ドック
◆心臓ドック
◆脳ドック
◆骨密度健診
◆動脈硬化検診

5,500円～12,000円
9,500円～15,500円

0円～ 4,000円
38,500円～42,500円
55,000円（役場の助成金がある場合は25,000円）
33,000円（役場の助成金がある場合は18,000円）
2,000円
1,500円

大腸がんドック ■大腸がんは40歳ごろから増え始めます。

□大腸カメラ検査　　18,000円（税抜）

胃がんドック ■胃がんの予防と早期発見に。

□胃カメラ検査　　 　　14,000円（税抜）
□ピロリ菌検査（オプション） 2,000円（税抜）

肺がんドック ■タバコを吸われる方にお勧めします。

□胸部ＣＴ検査、肺機能検査　　10,000円（税抜）

バリウム検査に比べ、内視鏡検査ではリアルタイムに病気などを観察できるメ
リットがあります。必要に応じて、病変の組織を一部採取したり、ポリープの
切除を行います。組織を採取し、検査に出した場合は保険請求となります。

大腸カメラ検査同様です。また、胃粘膜の萎縮や胃がんに関係していると
言われるピロリ菌の有無を調べます。

胸部Ｘ線ではなく、低被爆のＣＴ検査により初期の肺がんを見つけることが
出来ます。

大腸・胃・肺3点同時に行う場合2,000円割引きします

大腸・胃・肺3点同時に行う場合2,000円割引きします

「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」11



　明治34年（1901年）９月１日に標津外六カ村戸長役
場から植別村（現羅臼町）が分離独立して誕生しました。

　これは、江戸時代から続く鮭・鱒の漁に加え、明治20
年頃より鱈・鰈・大鮃等の漁の成功により、人口が増え
たためといわれています。

知っておこう！羅臼町120年

町
の
子
ど
も
の
読
書
活
動
が
ホ
ッ
ト
で
す
！

令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
績
校

　
　

羅
臼
町
春
松
小
学
校
が
受
賞
!!

羅臼町120年町制施行60年羅臼町120年町制施行60年羅臼町120年町制施行60年

～これまでも　これからも　知床とともに～

　昭和36年（1961年）８月１日に町制が施行され、羅臼村
から羅臼町となりました。

　これは、戦後の安心感による全国的な人口増加に加え、引
揚者や魚田開発事業、昆布採取業の広がりによる人口増加に
伴い、羅臼に市街地が形成されていったためといわれていま
す。

村から町へ60年

　平成23年（2011年）12月26日に旧植別小中学校の
校舎をリニューアルして開館しました。
　国指定重要文化財「松法川北岸遺跡出土品」や「ヒカ
リゴケ」など、羅臼の歴史・文化・自然について展示し
ています。
　詳細は、町のホームページをご覧ください。
（https://www.rausu-town.jp/pages/view/179)

郷土資料館も10年

　令和２年度秋頃に、「町制施行（昭和36年）の頃の羅臼
市街地」と題した体験講座を予定しています。
　この講座では、市街地図が残されていない、昭和36年頃
の復元を、参加者のご協力を得て実施する予定です。
　これに先立ち、昭和36年頃の市街地の様子が分かる写真
などお持ちの方は、郷土資料館（TEL88－3850）まで情
報提供ください。

郷土資料館ふるさと体験講座

こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
サ
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ク
ル

令
和
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度

根
室
管
内
教
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実
績
表
彰
!!

明治末頃の松法明治末頃の松法明治末頃の松法

開村60周年看板開村60周年看板開村60周年看板

羅臼郷土資料館羅臼郷土資料館羅臼郷土資料館

昭和30年頃の市街地昭和30年頃の市街地昭和30年頃の市街地

羅
臼
町
子
ど
も
の
読
書
の
現
状
と
課
題

さけ

たら かれい おひょう

ます

12



町
の
子
ど
も
の
読
書
活
動
が
ホ
ッ
ト
で
す
！

町
の
子
ど
も
の
読
書
活
動
が
ホ
ッ
ト
で
す
！

　

２
団
体
が
受
賞　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
の
子
ど
も
の
読
書
活
動
が
ホ
ッ
ト
で
す
！

　

２
団
体
が
受
賞　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
績
校

　
　

羅
臼
町
春
松
小
学
校
が
受
賞
!!

令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
績
校

　
　

羅
臼
町
春
松
小
学
校
が
受
賞
!!

令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
績
校

　
　

羅
臼
町
春
松
小
学
校
が
受
賞
!!

羅臼町120年町制施行60年
　

春
松
小
学
校
が
、
令
和
２
年
度

文
部
科
学
大
臣
表
彰
子
ど
も
の
読

書
活
動
優
秀
実
践
校
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

学
校
司
書
を
教
務
部
に
配
置
し

た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
図
書
館
全

体
計
画
に
基
づ
い
て
全
学
年
で
各

教
科
の
授
業
を
支
援
し
、
学
校
図

書
館
が
日
常
的
に
授
業
で
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
校
図
書
館

の
機
能
が
向
上
し
た
実
績
が
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
図
書
館
と
連
携
し
、

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
蔵
書

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
町
図
書

館
や
道
立
図
書
館
の
相
互
貸
借
を

利
用
す
る
な
ど
、
図
書
を
積
極
的

に
活
用
し
、
読
書
活
動
の
充
実
に

つ
な
げ
た
こ
と
が
受
賞
理
由
と
な

り
ま
し
た
。

　

10
年
に
及
ぶ
読
み
聞
か
せ
活
動

を
通
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
読
書
活
動
推
進
や
子
育
て
支
援

に
取
り
組
み
、
優
れ
た
功
績
を
あ

げ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
内
の
読
み

聞
か
せ
団
体
「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
サ

ー
ク
ル
」
が
、
令
和
元
年
度
根
室

管
内
教
育
実
践
表
彰
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

盾
と
賞
状
を
受
け
取
っ
た
会
員

ら
は
「
10
年
と
い
う
節
目
に
表
彰

を
頂
き
光
栄
で
す
。
今
ま
で
子
ど

も
た
ち
に
読
ん
で
き
た
絵
本
が
、

心
の
ど
こ
か
に
残
り
、
思
い
や
り

や
優
し
さ
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。

＊
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
図
書

　

館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。
T
E
L
8
7

－

2
0
0
4

管理システムを使った貸出

羅臼小学校１年生への
読み聞かせ

中学校
77.2％

72.3％
80

75

70

65
H
30
年
度

R
元
年
度

こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
サ
ー
ク
ル

令
和
元
年
度

根
室
管
内
教
育
実
績
表
彰
!!

こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
サ
ー
ク
ル

令
和
元
年
度

根
室
管
内
教
育
実
績
表
彰
!!

こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
サ
ー
ク
ル

令
和
元
年
度

根
室
管
内
教
育
実
績
表
彰
!!

明治末頃の松法

開村60周年看板

羅臼郷土資料館

昭和30年頃の市街地

羅
臼
町
子
ど
も
の
読
書
の
現
状
と
課
題

羅
臼
町
子
ど
も
の
読
書
の
現
状
と
課
題

羅
臼
町
子
ど
も
の
読
書
の
現
状
と
課
題

　

町
の
子
ど
も
の
自
律
・
親
育
ち
応
援
チ
ー
ム
緒

む
す
び
に
よ
る
子
ど
も
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
読
書
に
関
わ
る
項
目
に

つ
い
て
、
令
和
元
年
度
の
結
果
と
前
年
比
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
質
問　

読
書
は
好
き
だ

●
回
答　

当
て
は
ま
る
・

　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
当

　

て
は
ま
る
を
含
め
た
割

　

合
●
検
証　

小
中
学
校
ど
ち

　

ら
も
伸
び
を
示
し
た
。

　

今
後
も
高
学
年
向
け
に

　

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
行
う

　

な
ど
、
多
様
な
活
動
を

　

取
り
入
れ
、
町
図
書
館

　

と
学
校
が
連
携
を
し
て

　

い
く
必
要
が
あ
る
。

小学校

79％
77.5％

80
79
78
77
76

H
30
年
度

R
元
年
度

中学校
54.3％

43.9％
60

40

20

0
H
30
年
度

R
元
年
度

●
質
問　

学
校
の
授
業
時

　

間
以
外
に
普
段
１
日
当

　

た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時

　

間
読
書
を
し
ま
す
か

●
回
答　

10
分
以
上

●
検
証　

小
学
校
で
減
、

　

中
学
校
で
増
と
な
っ
た
。

　

小
学
校
で
は
ゲ
ー
ム
時

　

間
が
増
え
て
い
る
た
め
、

　

読
書
の
時
間
を
確
保
す

　

る
こ
と
が
課
題
。
中
学

　

校
で
は
、
読
書
が
習
慣

　

づ
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

興
味
の
持
て
る
本
を
薦

　

め
る
な
ど
の
働
き
か
け

　

が
必
要
で
あ
る
。

小学校

45.6％

48.9％50
48
46
44
42

H
30
年
度

R
元
年
度

会員の半数が卒業生の
親によるボランティア

め
で
め
で
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　４月から羅臼町の地域おこし協力隊として着任した加茂　久弥と申します。出身は札

幌市で、年齢は28歳です。着任して約１ヶ月になりますが、今まで住んでいた所とは

違い、驚くことがたくさんあります。

　例えば、鹿が３頭、我が物顔で街中を歩いている姿や、海岸でトドが回遊している姿

は札幌ではまず、見ることができない光景です。野生動物の住むところに私たち人間が

住んでいることを実感させられました。

　羅臼町に少しでも早く慣れるために様々なところに顔を出

し、羅臼町の方々に自分の顔を覚えていただきながら、羅臼

町がもつ魅力をPRするために頑張っていこうと思います。

羅臼町の皆さまこれからよろしくお願いいたします。

NATURE RAUSUNATURE RAUSU
～羅臼町地域おこし協力隊通信～～羅臼町地域おこし協力隊通信～

か　も　　　ひさひろ

の住むところに私たち人間が

出

臼

よろしくお願いします

① 大林　甲来
② 総務課
③ 早急に仕事を覚え、役場の先輩方
　 の力になれるよう頑張ります

オオバヤシ　　コウ　キ

① 佐藤　大誠
② 教育委員会
③ 町民の皆様を笑顔にするような働
　 きをしていきたいと思います

　サ　トウ　　 タイ セイ

① 相木ひかる
② 保健福祉課
③ 笑顔いっぱい頑張ります
　 よろしくお願いします

アイ　キ　ヒ　カ　ル

① 平田　真美
② 総務課
③ 一日一生を大切に頑張ります

ヒラ　タ　　　 マ　ミ

① 七海　隆之
② 保健福祉課
③ 町の福祉向上に貢献できるよう研鑚に
　 励みますのでよろしくお願いします

ナナ ウミ　　 タカ ユキ

① 蓼原　　愛
② 教育委員会
③ 羅臼町の図書館司書として、皆さん
　 のお力になれるよう頑張ります！

タデ ハラ　　　　　アイ

① 藤本こころ
② 春松幼稚園
③ 羅臼町のため一生懸命努めたいと
　 思います

フジ モト　コ　コ　ロ

① 清水　大暉
② 企画振興課（北海道教育庁派遣職員）
③ 皆様のお役に立てるよう全力を尽
　 くします！

　シ　ミズ　　 ダイ　キ

新規採用職員紹介新規採用職員紹介
～令和2年4月1日付けで、8名が町職員として採用されましたので紹介します～

① 名前
② 所属
③ 今後の抱負

忘れもしないあの時
代、あの日

当時の記憶を元島民
の声で
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NATURE RAUSU
～羅臼町地域おこし協力隊通信～

新規採用職員紹介

　「羅臼町から国後島までの距離はどれくらいですか」
　羅臼国後展望塔へ来館された方が目の前に広がる国後島をみてまず初めに思う疑問です。
　羅臼町に住んでいる方なら簡単に分かることと思われがちですが、正しく答えられる方はどのく
らいいらっしゃるでしょうか。
　住んでいるからこそ、身近に北方領土が感じられるからこそ分からないことが多く、また知る機
会も少ないのではないでしょうか。
　その知る機会の第一歩として、歯舞群島多楽島出身の髙岡唯一さんのお話を広報らうすにて６回
に分けてお届けしていきます。次号をお楽しみに！！！

　昭和10年に歯舞群島多楽島で生まる。昭和20年まで北方領
土の１つである「歯舞群島　多楽島」で過ごし、第２次世界大
戦終了後、当時のソ連軍の侵略により同年９月に根室市へ引き
揚げる。その後羅臼町に移り住み、現在に至る。
　毎年、修学旅行生や北方領土返還要求県民会議などの青少年
に対し、年10回程度の語り部講師を務めるなど北方領土返還要
求運動の啓発・普及に日々活躍している。

「ふるさと」への想い

筆者紹介

ふるさと
忘れもしないあの時

代、あの日

当時の記憶を元島民
の声で忘れもしないあの時
代、あの日

当時の記憶を元島民
の声で

千島歯舞諸島居住者連盟　髙岡　唯一氏
たかおか　　ただいち

　北方領土の歯舞群島多楽島で昭和10年に生まれ幼少期を島で過ごしました。

　現在85歳となり、当時を回想するときは、いつも「故郷」という唱歌「兎追いし　か

の山　小鮒釣りし　かの川　夢は今もめぐりて　忘れがたき　故郷　思いいずる　故郷」

この曲を歌います。そうすると10歳の頃の少年になれるのです。

　家業は、昆布の採集生産を営んでおり、来る日も来る日も雨の日も風の日も親の手伝い

をさせられました。子どもも昆布干しや取り込みと大人と同じ仕事をさせられ、また、子

どもの役割として浜辺にあがった雑昆布を干して、製品にならない昆布を畝にして焼く時

の火の番をさせられました。今でも煙のにおいが鼻に感じるほどです。焼けて灰になった

ものを袋（カマス）に入れ、馬車で精製工場に持ち込むとその灰が分類されヨード（薬

品）と火薬の原料になったのです。これは、戦時中のお國の為の仕事をしていた訳です。

　戦時中は、親の仕事を手伝う生活が当たり前となっていました。現代のように生活は多

様化、生活物資が豊富な時代ではないので、隣近所の交流が強く、助け合いの日常が大人

も子どもも身についていた時代です。

「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」15



町では協働のまちづくりを推進しています。
ここでは、町民や団体が自らの意思で「協働のまちづくり」を
実践している方々を中心に取り上げ掲載していきたいと考えて
います。みなさんも「協働のまちづくり」にご参加下さい！城下町城下町のわだいわだい

みんなでまちづくり

城下町のわだい

　町内の各幼稚園・小学校・中学校・高校にて入園
式、入学式が行われました。
　各幼稚園では、羅臼幼稚園15名・春松幼稚園17
名、各学校では、羅臼小学校12名・春松小学校17
名・知床未来中学校42名・羅臼高校40名の園児、
生徒達が入園、入学されました。
　新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から来
賓や参列者の規模を縮小する等、通常とは異なる雰
囲気の中での実施となりました。
　３月から各幼稚園、各学校が臨時休園、休校し再
開されることなく春休みへ突入。長い休みが明けて
久しぶりの友達との再会に、マスク越しにも嬉しい
様子が伝わってきました。
　新型コロナウイルス感染症の１日でも早い終息を
願い、元気いっぱいに登園・登校する園児、生徒達
の姿を楽しみにしています。

　松法町から礼文町の間のソスケ地区において、羅臼町シルバーいき
がいセンターの皆さんによるボランティア活動（ごみ拾い）が行われ
ました。
　松法漁港に21名が集合し、１時間ほどをかけごみ拾いが行われた
結果、130㎏（袋で20以上）ものごみが集まりました。ごみの内容
は、空き缶やペットボトルが主で、車からのポイ捨てによるものと思
われます。
　不法投棄（ポイ捨て）は犯罪ですので絶対にやめてください。
　羅臼町シルバーいきがいセンターの皆さん、本当にありがとうござ
いました。

　羅臼産水産物の消費拡大、地域経済発展に大きく尽力された功績により水
産庁長官賞を受賞されました。おめでとうございます。

�月�日㈪・�日㈫・�日㈬・�日㈭

羅臼町シルバーいきがいセンター
によるボランティア活動�月��日㈮

農山漁村女性活躍表彰　水産庁長官賞　田中　郁子氏

　昭和49年に羅臼町消防団員へ入団され、43年間にわたり、献身的な活躍
で消防団活動に尽力された功績により瑞宝単光章を受章されました。おめで
とうございます。

春の叙勲　瑞宝単光章　田村　勉氏

羅臼幼稚園羅臼幼稚園羅臼幼稚園 春松幼稚園春松幼稚園春松幼稚園

羅臼小学校羅臼小学校羅臼小学校 春松小学校春松小学校春松小学校

知床未来中学校知床未来中学校知床未来中学校 羅臼高校羅臼高校羅臼高校

クマ対策のお願い

の対応状況を
お知らせします

©知床財団

入園・入学おめでとう！

おめでとうございます
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＜お問合せ先＞役場税務財政課　TEL８７－２１１３

（税務財政課通信）

町税の早期納税にご協力を！
　現在、令和２年度町税の納税通知書発付の準備中です。令和元
年度の町税をまだ納税していない方は、早急に納税してください。
　また、平成27年度より町税を納期限後に納められた場合は、遅
れた日数に応じて延滞金を加算して徴収しています。「ある時払い」や「漁期切上時の一括納税」等
をされている方は、これを機会に納期内納税に努めるようお願いします。
　納期内納税できない方は、分割納税など納税相談にも応じていますので、その場合は必ず役場税
務財政課へご相談ください。

【５・６月の休日・夜間窓口】
〈休日窓口〉　５月31日（日）、６月28日（日）　午前９時～午後５時まで
〈夜間窓口〉　５月29日（金）、６月30日（火）　午後７時まで

羅臼幼稚園 春松幼稚園

羅臼小学校 春松小学校

知床未来中学校 羅臼高校

クマの目撃やシカなどの動物の死骸を発見した際は、
役場 産業創生課（８７－２１２６）までご連絡下さい。

４月のクマ目撃・出没状況

クマ対策のお願いクマ対策のお願いクマ対策のお願い

◆対応件数２件（前年度24件）
　◇昆布浜（単独グマ）…番屋向かいの斜面側
　◇知床岬（単独グマ）…人を追い回すクマの調査

４月のクマ駆除状況
◆駆除件数０件（前年度１件）

クマの目撃・出没状況、捕獲状況や対策など、
５月から２ヶ月毎に情報をお伝えしていきます。
また、クマの出没がなくなる１月に今年度の総
括として、ご報告する予定です。

の対応状況を
お知らせします

の対応状況を
お知らせします

©知床財団©知床財団

●生ごみは外に置かない、魚は２階などクマが届かない場所に干す、草刈りを行うなど、ご協力を
　お願いします。
●住宅用の電気柵を知床財団で貸し出ししています。詳しくは知床財団（87-2828）まで
　＊数に限りがありますのでご了承ください。

24時間対応

「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」17



世界自然遺産のまち・知床羅臼町

■広報らうす 令和２年５月号

人 の 動 き
令和２年４月末現在　（　）内は令和２年３月末対比

人口　4,820人　（＋17）
世帯　2,071世帯（＋23）

男　2,404人（＋14）
女　2,416人（＋ 3）

編集後記
　羅臼町にも桜の季節がやってきましたね。
　数年前のＧＷのことになりますが、新ひだか町にある二十間道路に
行ってきました。お目当ては桜並木ですが、約2,200本の桜の木に可
愛らしい花が咲き、写真を撮らずにはいられないくらいの最高のロケ
ーションでした。機会があればもう一度行きたい場所となりました。
ぜひ皆さんにもおすすめしたいです。
　今年のＧＷは残念ながら町外にお出掛けすることは叶わなかったで
すが、状況が落ち着いたら、思いっきり遊びにいきたいですね。（Ａ）

羅臼町民憲章

わたくしたちは、雄大な知床連峰と、オホーツ
クの海原の大自然にはぐくまれた、羅臼の町民
です。

●自然を愛し先人の強い意志ををうけつぎます。
●健康で明るくたのしい家庭をつくります。
●教養を高め、豊かな情操を育てます。
●仕事に誇りをもち、はたらく喜びに生きます。
●子どもたちの夢と、若い力を育てます。

（昭和45年9月15日制定公示）

編集／羅臼町 企画振興課 企画振興係
　　　〒086-1892 目梨郡羅臼町栄町100番地83
　　　☎０１５３－８７－２１１４
　　　http://www.rausu-town.jp/
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『風雪に耐え』
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おくやみ申し上げます （敬称略）（敬称略）（敬称略）赤ちゃん誕生 （敬称略）（敬称略）（敬称略）

氏　　　名 住所 氏　　　名 保護者 住所性
別保護者性

別氏　　　名 年齢 性別 住所 氏　　　名 年齢 性別 住所

町長室

　「風雪に耐え」旧羅臼中学校創立
の時から校庭の石碑に書いてあった
言葉です。令和２年を迎えてすぐ新

型コロナウイルスが私たちの生活を一変させてし
まいました。現在まで羅臼町から感染者を出すこ
となく今日を迎えられているのも羅臼の地域力の
すごさだと実感しています。
　まだまだ何が起こるか分からない状況ではあり
ますが、大自然の中、厳しい環境や風雪に耐えて
生き抜いてきた羅臼町民の地域の力を結集してこ
の難局を乗り越えていきましょう。　　（町長）


